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図I HITAC M-280Hシステムの夕十観

限りなく前進する電子技術を駆使して,コンピュータ処理装置の面で人

きな足跡が見られる｡1,500ゲート,サブナノ秒論理素子を搭載した世界
拉人級のHITAC M280をはじめ,1m2コンピュータと言われるM240Hな

ど,コンピュータはますます高作能,′ト形化を達成した｡とどまるところ
を知らない半導体技術は,遂に2万ナートクラス,2〃mテクノロゾーにま

で到達し,いよいよVLSI時代へ突人したウ ニのようなコンピュータの高
件能,小形化はますますコンピュータの普伎を促し,分散処札 TSS,大
規校オンラインなど多様な利別形態のもとで広範囲,かつ多彩な情報化が

進みつつある｡併せてこれらを支托する各棟北本ソフトウエアも多く開発
きれてし､る｡

制御用コンピュータグ)分野でも,32ビ1ソト機能分散形マルチフ‾ロセッサ

グ)HIDIC V90/50か開発され,ホストコンピュータの高惟能化が 一段と進
む-一方,オフィ スでのOAと同様に,各製造ショップごとの分散制御グ)ため

のショップコンピュータによるファクトり"オートメーションが前実に進
行Lつつある｡

周辺･端末装置グ)分野では,ネットワーク,分散化の進展に伴って,満

作能,高機能,′ト形化の多くク)周辺･端末製品が開発されたが,二れら装

置は音声認識′ト成､‾文字･同形認胤 漢字･図形処理など,マンマシンイ

ンタフェースに人きな前進か認められよう｡今後更にいっそうこれらの傾

17りが促進され,人ド与】機能に接近Lた装置が開発されてゆくものと思われる｡
厳Lい絶′呂■環境とコンヒュ一夕枝イ和の発展を背景に,情報システムの普

遍化と応J空化が進行している｡コンピュータの利用形態でも,二れ圭での

データ処理に加え,漢字処押､図形処理などの新たな機能は-･f立と情報処
J二【†与の範岡を拡大し,許遍化を了足進するに伴って情軸システムの開発品は増
人L,そグ)消化に多くの支障を来している｡.ソフトウェア開発保守の生耗

什け小卜に対する大きなニースが,二れを袈古きしている｡i笑7二､ノフトウエ

アのl‡椚芭幣備,グラフィ ックプログラムクー開発など,基本ソフトウェアの
幣備に努め成果を挙げる 一方,漠ノナニまじり丈による仕様のシ正義からプログ
ラムを日動作成する摸字CORAL,図形化仕様書の自動作成システム``pDL/
PAD∴ 更に,情報システム,ソフトウェアの計画,開発,管理を一貫して

支援する-`CASD∴"HIPACE'■など顕著な成果を達成した｡--一方,経営者,管

J叩占イl身による忍思決ち王を支援する情報システムなどの高度化も着実に進
了‾‾j二し‾こいる｡対J講形で簡便に経営グラフなどが作成できる"EXCEED''の

l汁Jヲ己か行なわれ,今後ク)清川か期待きれる｡また,二のような高度な活用

グ)ためには,既にシステム化され,無情蓄積されてし､る1モ業内活劇をホす
1ゝ半内デー一夕を,多角的,自由に駆使することが肝要になるであろう｡二の

ような意味で,乍後グ)情報システムの人きな課題は,オンラインデータベ

ース環境の了ミ現と言えるであろう｡
マイクロコンヒューータの驚異的な普/之は,多くの事務機器や出生機器に

組Lみ込まブLてインテリジュント化が進む一一方,1人1台のコンピュータも

いよや夢ではなくなった｡二れらの托術進歩を踏まえて,オフィス内の間

接業務の省力化､生産件向上への期待はすさまじいまでのOAブームを招来
きせた｡オフィ スコンピュータ､パーソナルコンピュータ,FAX,ワ”ド

フ‾ロセ､ソサなど,人生本的な道具立ても満々と開発され,吏に総でナ電十メー

ルなどの通信交換システムが実稲化きれるであろう｡/卜後史に,ニれらの
機器の組(ナせとコンビュ【タとの接続により,オフィス内聞接業務はもち

ろん､経常管押､技祢f管f111,計算などじ二範囲な経常f‡ザ旦化が促進されるも

グ)と且1､われるっ
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コンピュータ
HITAC M 280H処玉里装置の開発

HITAC Mンリー-ス､の舟之トイ立機椎 ヒ

して,M-280Hを‖H写芭した._､超■:▲さi速処

珊と人触帖システム/､,＼の山場安求にこ

たえるために,HITAC M-280Hは克之折

グ)/トート｢7_1丁すと柿Jグ〕托ffjなどに.より,

二れ圭でグ)拉卜†-ンニ搬柿HITAC M200H

に比べ人恥うな作能l｢り卜と機能拡山主をり三

一呪した､ノ
図lにHITAC M-280H シス

テムグ)外税を′j七す√､

HITAC M-280Hの持上去を以下に湖

l】jjするし,

tl)′払1一Tj迩処f【fl

十､ノフ､11たり拉人1､500ケーートの砧

り三桁LSIをはし少)とする娘抑のノ､---ト

ウエア托術,ノ女び【∴‖空な′ヾ■イプライン

制御ち､どの■:■ごj速処f【‡リノJ▲〔グり耕一=二上り,

HITAC M-180ノ〕3.5～4伯グ)lノ+耶棋符

什能をも/ノている‥

(2) 卜.言+は7iら主グ)一帖･jlミ

ト音Lはノ≠妄F主呈二は従水克之人16Mバイトで

あノーンたのに対L,32Mバイトまで抵触

できる‥

(3)チャネル数の船舶

1fiのCPU(CentralProcessing

Unit:中央処坪装荷い11たり接続でき

るチャネル数は,従来J泣人16チャネル

であ/ンたのに対L,克之人32チャネルま

でj‾仁こ舶できる._)

(4)チャネル作能の強化

プロ､ノクマルナプレクサチャネルの

データ転送適性3Mバイト/秒を確保し,

1子iのCPU上【与たりの総†ナチャネルデー
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図2 HlTAC M-260Hシステム

表I H=‾AC M-260Hイ士様
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タ虹j去適性90Mバイト/秒を一丈一呪Lたハ

(5)IAP(Integrated Array Proces-

sor:l勺J歳アレイブロセソサ)

IAP什J州機構を仲川することによ1),

人形什了:技術1汁許分町に多fHきれるベ

クトル,及び行列の一汁常を,HITAC

M--280H(7)如に3～4†吉高速に処J即する

ことかできる｡

(6)マルチプロセッサ

月之人47∠丁までの禽結†ナマルチプロセ

ソサ構h丈と,二れを糸ftみで㌢わせた舷人

32fiまでの疎結ナナマルチフロセリサ柑i

J戊が可能である｡

(7)推作什,イ米`､1:作グ)ドりト

コンソールカラー17色のSVP(Con-

sole Service Processor)の才妾紘とl′1

軌IPL(InitialProgram Load)機構

の標準装備などにより,操作什,イ米√､1:

件を一 寸貨とl｢1+卜させている‖ 圭た,あ

ごJかじめ.設定Lた時刻かごノノ【=にi風設備,

ソとト洞.設備の`l忘源投入を行ない,システ

ムを1`l動的に_､工ち_卜げるl′Ⅰ勤システム

スタート装i呈√こも準伯されている｡

(8)ソフトウェア

オペレーティングシステムとしては,

大幅に機能強化されたVOS3(Virtuaト

storage Operating System3)とVMS

(VirtualMachine System)を使用す

ることができる｡

HITAC M-260H処王里装置の開発

HITAC M-260Hは,多様化･大規

模化するシステムニーズにこたえるた

No. 項 目 仕 様

l 1生 能 M-170の3.5､- 4倍

2

主 素 子 N-MOS:64kヒット

記 容 量 8-､24M/ヾイト

憶 増 設 単 イ立 4M′ヾイト

64kバイト

512

3 バ ッ フ ァ 記 憶 容 量

4

5

6

アドレス変換バッファ変換対数

チ

ヤ

ネ

種 類(転 送 速 度)
BYMPX(最大100kバイト′′秒)

BLMPX(最大3Mバイト′■秒)

最 大 チ ャ ネ ル 数 24チャネル

ノレ
詩稔合チ17ネル転送速度 最大ニ56Mバイト′秒

コンソールサービスプロセッサ

システム拡張機構(ファームウェア)

VMA機構(ファームウエア)

主 な 標 準 機 構

7 主 な 付 加 寸幾 構 高速演算機構(HSA)

注:略語説明 BYMPX(バイトマルチプレクサチャネル),BLMPX(ブロックマルチプレクサチャネル)

め,HITAC Mシリーズの姑新鋭機椎

とLてH引発Lた人形汁Lj】J処+叩装1i′一三であ

る｡本装iFこでは,il■Ji過･.ミニ占架柿性LSI

を佗とする妓斯のハードウェア桔術,

及び一編押ん‾J･〔卜のl二人に上り,人帖に

l勺吉【描i算処f判■′絹巨を‡Jり卜きせ,機能を

拡舶きせるとともに,装‾;打の砧イ一言枇性

化りト形化を′大塊した｡.図2にHITAC

M-260Hシステムの外観を,表1に処

押裳‾Lifl二の什様を′Jこすl｡

HITAC M-260Hの_j三な才､1二1_-ミは以‾‾F

のとおりであるr,

(1)砧速処J‥llミ

1,500ゲート/十､ソフLSIを小心とす

る克之糾の■1■さ招f性`実装技て和,■1■Ji速64kバ

イトバ･ソフ1フ記伯,砧性なパイ7■‾■ライ

ンH川御JノJ〔などにより,M170(7)3.5～

4偶のノⅠイ綿巨をづ三現した〔_,

(2)二tご吉山古谷竜,チャネル数グ)拡り上主

人規校システムにも対応できるよう

に,最人24Mバイトの土方山麓,鼓人24

子rのチャネル接続を可能とLた｡

(3)チャネル件能の強化

入出力装荷の高速化に伴い,ブロッ

クマルチプレクサチャネルの車よ送速度

は二枚大3Mバイト/秒,また,総合チャ

ネルデータ転送速度は殻大56Mバイト/

秒と人恥‥二■:1Jj迩化し/∴

(4)■1■Tj速損符機ヰ瀧

木機イ満を付加することにより,不汁′了二

托術1汁符什能をl｢り卜させることか吋能

である｡

(5)椎作十′ト一抹′､1:什･†Ⅰ吉和州ミグ川り卜

7也カラーーディスプレイ付きのSVP

(Console Service Processor),終帥

什軌化機構などにより,接作什をl｢り卜

させた()圭た,障′.王子の=軌卜り子k･=刺.言今

断機能の強化,遠隔仰′､1:機能サポート

砧†L捕り空LSIの仝l如†む川などに.より,

仰′､1:+件･イ∴抑十tをけり_卜させてし､るL′

HITAC M-240H処王里装置の開発

HITAC M-240Hは,HITAC Mシリ

ーズ中形機の卜位椎行機椎として新L

く開発Lた汁L鞘処理装i鞋である｡最新

の.論理方Jじと高駐横LSIを中心とする

最新のハードウェア柁術を駈修するこ

とによ1)､処三曙惟能,仁子根作,楳作作

などの大幅な向上二を図る一方,味伯捕享

0.96m2と従来にない処j聖装置の′ト形化

を実現した(図3)｡

主な特壬引ま下記のとおりである(表2)‥

(1)1,500ゲート/チップのLSIを[トL､
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区13 H=‾AC M-240Hシステム

表2 HITAC M-240H処理装置の性能諸元

No. 項 目 性 能

l 性 能
H=‾ACM-1601Ⅰの

3へ4倍

2

主

言己

憶

素 子 N-MOS 64kビット

記 憶 容 量 2～8Mバイト

増 設 単 位 2Mノヾイト

3 バッファ記憶容量 64k′ヾイト

4
アドレス変換バッファ

変 換 対 数
512

5

チ

ヤ

種 類
BYMPX

BJMPX

最大チャネル数
8(BYMPX:2,

ネ

ノレ

BしMPX:6)

トータル

スループット
16Mバイト/秒

6

所

要
電

:乃

C P U

(4Mバイト,

5チャネル)

5kVA

7

床 C P U 0.96m2

面

積
S V P / C D 0.96nrZ

注:略語説明

BYMPX(バイトマルチプレクサチャネル)

BLMPX(フロックマルチプレクサチャネル)

CPU(中央処王里装置)

SVP(サービスプロセッサ)

CD(コンソールディスプレイ)

とするサブ･ナノ秒,論f里素十の採川,

大谷量バツフ7記憶,命令先行制御な

どi論j里方式の_L大によ1),HITAC M-

160Ⅰの約3～4倍の処]哩性能を実現さ

せている｡

(2)多尋仮想システム下での高速化を

トズⅠるため,アドレス変換′ヾソフフ,の容

量と機能を強化し,システム拡舶機構

(ファームウェア)を装備した｡

(3)主記憶谷量8Mバイト,チャネル

数8子iまで拡軋ミ可能とし,如にVMA

(VirtualMachine Assist)機構及びエ

ミュレ【タ機構の同意により,システ

ムの拡脹と移行を谷為にした｡

(4)サービスプロセソサに,処理装置

の障害に対する自動地役制御,自動障

害箇所指摘,遠隔保守制御などの機能

をもたせることにより,イi_言相伴及び保

守作の｢Fり_卜を図った｡

(5)処理装置の主要論理部のほとんど

を高集積LSIで実現することにより,

処f削生能,信根性の向上を閉る一方,
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表ぶ轡印璽≡こ

図4 VJSlの夕十観

区15 HITAC E-800/4システム

床巾栢わずか0.96m2と処,哩装置の大幅

な′ト形化,省電プJ化を実現Lた｡

2万ゲートクラスVLSlの開発

【l本電仁電話公社電1t通仁研究所と

のjヒトi川汗究の成果と して2フナゲートク

ラスの論理VLSI(超大規模菓栢1可路)

を完I成した｡本VLSlは,先端的半導

体微細加_1二技術である2/Jmテ･クノロゾ

ーと柑補形MOS匝川各方式の組†ナせに

よって,高速かつ低消費電ノJを実現し,

1チップ当たり2万ゲートクラスの高

架積度に成功Lたものである(表3,

匡14)｡同時に,㍍仁来は多くの人手作業

を安LていたLSI設計を,毒を小限の人

手作業と検めて細い期間で可能にする

カスタムVLSI開発梢DAシステムも性

情Lた｢)

二の技術を適用することによ1て,

巾′ト形電十計算機,端末装置をはじめ

とする各梓の制御装置などが,【軸期的

に小形化,低電ブJ化されるものと期待

される∴

表3 VLSlの主要諸元

No. 項 目 諸 フC

】 フ○ ロ セ ス 2′上m CMOS

2 集 積 度

言合‡里ゲート:17kゲート

R A M:2.3kビット

トランジスタ:78k個

3 チップサイズ 12mm[]

4 性 能 2､5ns/ゲート

5 消 費 電 力 0.75W/チップ

6 入出力ピン数 200ピン

注:略語説明 CMOS(相補形MOS)

HITAC Eシリーズの機首巨強イヒ

及び新モデノレの開発

HITAC E シリーズグ)エンハンスに

ついて紹介する(⊃

HITAC E-800システムについては,

中央処理装置に加えて2モデルを迫力口

し,記憶谷量の拡鮎,分散処理コンピ

ュータの集中管‡削二より,集中制御を

受ける機能に関する強化を岡り,これ

により集中管理形分散処理ネットワー

クを構築し,利用できる｡HITAC E-

600システムについては,処理装置の

件能Irり【二,記 量拡貼のほか,イン

タフエースモジュMルの強化,同形処

f里用人州力装置の追加及び高級言語の

追加により,より大形のシステムを更

に柔軟に構成できる｡

それぞれのシステムの機能拡搬,強

化の概要を次にホす(表4)｡.

(1)HITAC E-800システム

(a)最大主記憶容量を2Mバイトか

ら4Mバイトに拡先主｡

(b)一体形大谷量タイプ(モデル6)

と一一休形コンパクトタイプ(モデル

4)の2モデルを追加(区15)｡

(C)高速演算機構の性能を約3倍に

向上(32ビット浮動小数点加減算:

3.2/∠S→1.0/∠S)〔つ

(d)分散システム管王里プログラムに

より各種資源を集中管理,収集,配

布する機能を一夫現,ホストコマンド

利子卸プログラムにより分散処理コン

ピュータをホストコンピュータから

集中制御する機能をサポート｡



表4 H=‾AC E-800,E-600の機能拡張,強イヒ

No.
機能拡張･

強イヒ項目
巨一800

l

E-600

l
最大主記憶 2M/ヾイト→4Mバイト

256kノヾイトー引2k/ヾイト

(モデル5)

容量の拡大

処理性能の

向上

端末及び

(モデル7,6,5)

高速演算機構の性能向上

512k/ヾイトー>2Mバイト

(モデル3)

2

高速ラ手動小数点演算機構支援

(=32ビット浮動小数点加)成 (り32ビット浮動小数点加減

算 3.2/ノS-l.0′(S 算 2.5､3.5/ノS

(2)32ビッ ト手動小数点乗算 (2)32ビット浮動小数点乗算
4.2/ノS→卜6/ノS 3.9へ4.3/ノS

(=パラレルインタフェース

3

生産管理端末

(=L-320/30H.50H端末 接続機構

(2)スタンドアロンタイプの (2)高速アナログ入出力制御

石基気テープ装置 機構

入出力機器 (l′600bpi,12.5/川Olr〕S) (3)高速ディジタル入出力制
の 追 加 (31高速石基気テープ装置 御機構

=.600/800bpl,125LPS) (4)グラフィックディスプレイ

(6′250/l,600bpl,125】PS) (5)×Yプロッタ(フラットベ

ッドタイプA3判)

言語の追加

4
ソフトウェア

機能拡張

集中管理分散処理ヰ幾能の追加

川分散システム管理プログ (‥BASIC

ラム (2)COBO+

(2)ホストコマンド制御プロ FDベースシステムの追加

グラム 匡l形処玉里用パッケージ追加

(2)HITAC E-600システム

(a)最大_L記憶容量の拡舶と処理件

能の｢fり上

(b)言語の追加,FDベースシステ

ム,【洲fき処f里パッケージ

光チャネルアダプタの開発

光子ャネルアダプタは,コンピュー

タ本体と遠隔地に置かれた入,LH力装置

lてりのデMタ転送を光仁i号に変えて,光

ファイバを過して送一夏する装置である(_}

インタフェースケ】ブルを,従来の

銅線から低損失･J去借i或,外来雑音に

強い,細くて軽量といった特長をもつ光

フ7イバに置き換えたことにより,ケ

ーブル土毒さが格段に延び(従来は鼓人

約100m),レイアウト上のr別限を大幅

に緩不‖することができる｡

本装置を用いれば,コンピュータ本

体やディ スクなど,通常は人手のいら

ない装荷を創卓や地下案など離れた所

に置き,ラインプリンタや磁乞もテープ

など人手の操作が必要な装置だけを事

務毛三内に帯く といったことが実現でき

る(図6)｡

VOS3/SPの開発

Fl良二製作I叶の最大形OSであるVOS

3の制御プログラム部分に機能エンハ

ンスを加える製J～-として,VOS3/SP

(Virtual-StOrage Operating System

3/System Product)を開発した｡VOS

3/SPはVOS3に付加する形で動作する

コ ン

ピュータ

本 体
CTCA

H 8932

OCA

注:略語など説明

(二亘田(2呂と･吉た｢?h貰究ネル
アダプタ)

-(光ファイバ)

CTCA(Cha[nel10Cllan11el
Adapterニチャネル間

結合装置)

Max

3km

OCA

H-8931

OCA

M∂X.1km

OCA

図6 光チャネルアダプタシステム構成例

プログラムプロダクトで,今後のアプリケ

ーションの増大に過りJに対処するため

以‾卜の特長をもっている｡

(1)HITAC M-280H,M-260H及びM-

240H超高速プロセッサのサポート,シス

テム拡張機構のサポート,資源集中管理

機能の強化,仮想入出力機能の強化など

により､作能lTり_1二か期待できる｡

(2)32了㌔までのチャネル,32Mバイト

までの実記悠装荷,1,260Mバイトの大

容量磁与ミディ スク装置をサポートする

ことにより,より大規模なシステムの

構築が可能となり,スルーフ･ソトのIrり

卜,より莱軟なシステム連用が可能と

なる｡

(3)JSS3(Job Spooling Subsystem

3),JSS4の強化により,スブ】ル

ポりユームのイ1言軸竹三rrり_1二がト文lれる〔〕

(4)オペレークコマンドの強化により,

才乗作件の】｢り_とがLズ1れる｡〕

VOS3/SPは,そのサポート椎別に

より,VOS3/SPl-JSS3,VOS3/

SPl-JSS4,VOS3/SP2-JSS3,

VOS3/SP2-JSS4及びVOS3/SP

Oの5種類があり,それぞれ有慣プロ

グラムとして提供される｡

VOS3TSSの性能,操作性の改善

HITAC Mシリ【ズ妓上位二OS(Op-

erating System)であるVOS3(Virtu-

al-StOrage Operating System3)で､

大規模TSS(Time Sharing System)

を′夫現し,多様な利用者屑の業預を効

率良く実行するために,性能,操作作

コンピュータ

本 体

に関する改善が要望されていた(⊃ 二れ

は,TSSをイ射‡卜㌻る業務の遂行暗い】

は,中央i汁貨機システムの応答時間と

思考,入ノJ及び結一火の確認を行なう人

間の行動時汁与jの和であり,この加納iか

牛一利■チトの向卜となるかごJである｡_Lな

改善項Hを以卜に述べる()

(1)件能の改善

利鞘者がjし適にイむ川する人山力装1;f一三

/＼のアクセスtl‾■‾l数を削i城し,かつ改発

の効米が大きい共通処珊のCPU(Cen-

tralProcessing Unit)実行時｢了りを伽

縦L,J心答日､川手Jを二如縮した｡

(2)操作件の政帝

人間の行動時間の入部分を■1iめる一軋

考と人力の時間を知縮する以‾卜の機能

を開発した｡

(a)過去の媒作内本をシステムがi言亡

憤L,二れを再利川する機能｡本機

能を用いると,TSS端末から入力す

る項口数,及び‾史′ト致を肖肘戎するこ

とができる(,入力時fを幻だけでなく思

考時間も削減できる｡

(b)複数のコマンドを 一便に入力す

る機能｡本機能により周､考の中断か

♯じないようになる｡

以卜の改善によ1),TSSを仲川する

ユーザーのTSS端末推作日割去りが知縮で

き,牡鹿件をl‾戸･j_l二させることができる｡

データコミュニケーションマネジメ

ントシステムDCCMIIの開発

VOSl,VOS3のもとで,小規模か

ら大規模までオンラインシステムの効
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図7 DCCMⅡの位置

ロー九ルワークステlションローカルワークステーション

巨]j

直結
直結

率良い制御を行なうDCCMI(Data

Communication and ControIManag-

er 廿)を開発した｡

DCCMIは,業務処手堅プログラムの

作成を単純化Lてシステム開発網を削

減L,またト分な障害叶策や連用サー

ビス機能を梢意して,低いやすい高イ三

相件システムの実現を保証している｡

DCCMIは,柔軟なプログラム構造

を備えているため,関連システムとの

結介がLやすく.各椎デM夕べースマ

ネジノントンステムと才妾続して,総ナナ

的なオンライ ンデータベ【スシステム

を実⊥呪できる‖当Ⅰ自=ま,VOSIDCCM

Iは,PDMlI(PracticalData Man-

agerI)が,VOS3 DCCMIは新開

発のHSDB(High Speed Data Base

Manager)か対象になる｡図7にDCCM

Ⅱの位置を′Jミす｡

環三に,TMS,DCCMなどの従来シ

ステムからの移行についても十分な考

慮を一払って開発されている｡

VOS3 DCNA通信機能の開発

DCNA(Data Communication Net･

work Architecture)は,'80年代の国

内標準ネットワ【クアーキテクチャを

目指して日本電信電話公社が中心とな

って開発したコンピュータネットワー

クア【キテクチャである｡日立製作所

では,VOS3(Virtual-StOrage Oper-

ating System 3)の下で動くECS/

VTAM(拡脂仮想通信アクセス法),及

びCCP(通信制御処理装置)内で動く

56

靡団
HITAC+-330

回線

回線

巨]…

RJE DCNA [:三亘亘∃
ECS VTAM DCNA

ECS NCP DCNA

DDX ハケソト交換網

異機種 DCNA

ホストコンピュータ
異機種 DCNA

ホストコンピュータ

注二略語説明

RJE(RenlOteJob ErllrY)
TSS(TlmeSha｢･rlgSyst?m)
DCNA(Data Commu111Cat10[Net〉ハ)川

A｢chrtecture)
ECS VTAM DCNA(拡張仮想通信アクセス法

DCNA通信付加横能)
ECS NCP DCNA(拡張通信網制御プログラム

DCNA通信付加機能)
DDX(De■1der-kosha D■g■t∂川ata Exchange)

図8 DCNAによるホストコンピュータ間

通信のネットワーク構成

リモートワークステーション

チ
処
理
オ

ン

対
話

処

′ ヽ

■■■■■■■■○

0

l ll

/･;-_-_-_-

リモートワークステーション

図9 VOSOリモートワークステーションの概念図

ECS/NCP(拡張適作i網芦別御プログラ

ム)の付加機能として,DCNA通信機能

を偶発した｡

DCNA適イ∴では,図8に′j七す上うに

ゞキ機帥.汁雉機F川グ〕ホストコンヒューータ

lぎij過†Jか可能であり,RJE(Remote

Job Entry),TSS(Time Sharing

System)のサーーービスをり三′呪Lてよブリ,

二れにより韓機柿r川桜紙ノ)腔畔化が前

粧Lた.､

VOS Oリモートワークステーション

機能の開発

VOSO(Virtual-StOrage Operating

SystemO)で,回線接続のHITAC T-

560/20ビデオデータターミナルとプリンタ

を,リモートワークステーションとして使

用可能にした(図9)｡リモートワークステ

ーションからは,従来のHITAC L-330計

韓機に巾二紙Lたローカルワl-｢クステーー

ション′とrlfJ様に,オ〈＼レークグ)判l桝に

よってバ･ソナ処刑,対.さlモ処押,オンラ

イン処雌など,VOSOグ)1モ機能か利糊

できる√｢

処 理 理
処

理

ネ

ッ

二の結札 ワーークステーションの利

川け壬態に‾如に束軟什をもたせ,遥l;約1也

を含め.汁待機を†小､たい什瓜の場1叶か

ご〕菜務に過′ナLた処坪什j態を選択して,

L-330システムの1号俸鮒巨を肘枕するこ

とか=】て氾にな′ノた｡

VOS3階層言己憶制御プログラム

HARCの開発

ノーにJ′一.汁許樅の利=古層の拡人に伴い,

オンライ ン1言出正装Fil:(H-8595などの砧

速l糾責了クセス.言+は装i;′こ)の†射‡J竜が

ぶ､速に増加Lている｡多数の利川老を

もつ.汁符機センタでは高価なオンライ

ン計は装置のヰ】▲功利川をトズⅠり,かつ利

川前のデ【タを芥純の†苛`.i子に伯えてバ

ッファ･ソフLておく ことが車要な諜越

となっている.⊃ 二のために,オンライ

ン.吉山宕二装;;fトと単純.一言山荘1たりの佃柄の

ノ左い.言山法装TFトヒの川でデータをその利

鞘兆i妃にJ応じて棺土糾する機能や,似さし､

やすく対Jヰくの良いデータのバックアッ

プ機能が要甲されていた｡,

二のような背景かノブ,HITAC Mシ
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図10 模擬視界装置の映像
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図12 HIDIC V90./50システム構成

ToBP

り一ス､の姑卜†JンニOS(Operating Sys-

tem)であるVOS3(Virtual-StOrage

Operating System3)では,■iり_､)1吉山:占こ

ii川1iの一法こい.i山:占三共;i一■卜ぐある人?iこん言L忙

システム(MSS:Mass Storage Sys-

tem)グ)り三川化に什い,l卿由.i山ユ制御プ

ログラム(HARC:Hiel･arChicalStor-

age Archive and Retrieve C()ntrOl-

1er)を川+ヲ己L7ここつHARCは,オンライ

ン一言L帖装こi-■】二卜のデータ,ノ女び.言+忙†胡城

を｢l卓州勺に符JこりとLて,･センタグ)み柿什

fl】り1三業,城こ体椎作を｢】jリブ械することをrt

的七 Lている(､

HARCを仙川Lたシステムの柑1主を

11卜に述べる‥

仙 仕上l‖イ=空の帆いデータセ､ソト を

MSSに本多ユ糾するニ ヒにより,すンライ

ン一言+忙装;i一■一三のイr効利川,システムスル

ーフットの】｢り卜か川れるL_)

(2)イ‾.摘汁1ミの点し､システムを構築できる(〕

(3)センタ道川符⊥叩機能と寿什み丁汁)せ

た束軟な連J】Jができる‥

防衛庁納めC-1フライト

シミュレータ用模擬視界装置

C-1小判･輸送機川フライトシ ミュレ

ータの似施主視界装こi/こを,肌てウ【′川引壌=芙

†米人り也に納入Lた｡〕本装ii】】こは､航乍樅

FCP
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図Il 日立制御用計算機HIDIC V90′′50の外観

クプ

蓼叶ソサ巨謬
シリアルルーフ､10バス

CRT P10 L P

り ST

A10

D10

･7)迎刺に,i巨ユl拙Lて食化する怒外J)子L⊥l木L

を■二1t‖].汁号?二俄に.よノンて作りJ11うl/ノJ-(で

‥三l耗とLて納めてのものである._,1峡條

ん′+こ装ii▲■】:ヒLてはカラーモニタを川い

て才Jり,33msに1佗グ)lり上條を子己′卜L-ノミ

′Jこする必一焚かあるため,■1■ノi辿■1IJi粁i性の

Jく寺号標焚書則lり山!各とナインタ′し微分解析機

±を刹Lみ√十方っせて咄條をヲ己′卜Lている′_､

重た,退去jしをほかすた♂〕独l′1の嘩化′変

朋卜】】i格をむ一つており,j立,i吐悠･グ)ある峡

條を太′+七Lている′_,如に,1こん▲人で作

り=Lた峡イ態と機イ本f･ン‡Jl言■壬ノ)l吹條をクロ

マキー托附によりナナJ戊Lて-∠ミ′JミL,リ

アりテ =二1･二iJんた､糾一様順子j一▲.訓練が叶能

ヒなノンている.′1こ装i;一■】:によるl峡條ノ)

例を図10に′+こすL

制御用コンピュータ
高性能制御用計算機

HIDIC V90/50の開発

制御川.汁符機はシステム睨柁の船人,

rl棚卸の-1一占性化につれ ノくE■川i拙をIl■J+速

に処押する貸さ求か-て'Ji圭ってきた｡これ

にこたえたム之緋グ‾)/トートウ_1アj‾州i+二を

′卜かLた糾アーキテク十ヤをも′ノ32ビ

ット‖州封=机汁符機HIUIC V90/50を糊

発L7∴.

注:略語説明

MCU(メモリ制御ユニット)

SVP(サービスフ一口セッサ)

+OBP(ジョブプロセッサ)

FCP(ファイル制御プロセッサ)

DWP(テ一夕ウェイプロセッサ)

10P(入出力制御プロセッサ)

F】】e(ファイル記憶装置)

CRT(CRT表示装置)

T W(タイ7∪ライク)

P10(プロセス入出力装置)

A10(アナログ入出力モジュール)

D10(ディジタル入出力モジュール)
L P(ライン7■リンク)

ST(ステーション)

リーST(マイクロステーション)
RAS(リライアヒリテイ,アベイラビリティ,

サーヒスアビリテイ)

図1】にHIDIC V90/50ノ)外税を,図

12にシてテム椛成を′j七すヒ ヒい二,1､1

卜に 卜な†J上主に/八一て述べる..

し1)人ノf妄:li二トメモリ=1上人8M′ヾイト)

を小心ヒした機了脂分l■牧マルチフロセリ

サ梢戊により,山地処J叩をり三J礼†ノ,行

帥フロセ､ノサ桜紙に.より多様ち･システ

ムニース‾に村山か⊥り▲能である..

し2)妃/`lしこ1tシリアル/し一--フ人Jlリノバ

スと人山プJ装;i一■一二ごとのマイクロコンヒ

1一夕制御に.上り,処+叩ク)分収,帖リ1÷
什/之び束･炊什をり三拙した.

(3)■‡■ごi機千把汀斤1川一三ヒ5J二‡ハ■イプライン

.丁斤1チリ三了J‾■ん‾ぺに.より,32ビットテ■-一夕

川l特0.167/ノS･グ)11■Jj過言ti‡号1二をり三J兆した

(4)J】こイJ‾メモリヒjlこイJ▲シリア′しルーフ

人JlりJバスに上り,枚数.汁汁機を紙√ナ

Lて,い一Tjイ.柵‥生,■1■ごi処上【l汁卜を川るマル

チコンビュー｢タ帖収,)-Lテ‾=タフりl-

ウェイや適い川端糊j御によるネット｢7

-クシステムへの寸ノJこリ1ミがノゲ羊玖である..

(5)佃恕l吉山占ミを(一士じめと Lたハードウ

ェアのrliり約をノコ1識させない結締仮想化

j■‾川;Jを槻碓L,如に対.抑1二子でのフロク､､

ラムIi;+発を‾叶能ヒL,人触純化するソ

フトウ_1ア問ヲ芭の効ヰく化をトズトノたL,

(6) オペレーティ ングシステム(ま,フ

7>-ムウ_Lア化の範榊を九;二人L,リア

ルタイム作を如に強化Lた.二,
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ショップコンピュータの開発

製j左ライ ンでの総′ナ的ナナ珊†とを`克現

するための新しい概念(図13)に基づい

た製品がショップコンピュータである｡

すなわち,視点を製造現場にう葺き,生

産設備の自動化,現場事務の合手堅化,

更に現場生産管理の即時化を一体とし

てとらえるとともに,これらを同時に

達成することにより,製造ラインでの

総合的合理化を実現するという考え方

である｡

この思想に基づく製品群,HIDIC-

S,HIDIC-LCが下位に位j蓋し,これ

らの中核を構成し,管理制御を行な

うのが､SHOPCON(Shop Comput-

er:ショップコンピュータ)である(図

14)｡SHOPCONは,製造現場専用のコ

ンピュータとLて,硯士湯で低いこなせる

仙いやすさをもった部,丈は深中位のノ見

帳での簡易腎f里制御システムである(〕

臼_､川棚卸川.汁算機HIDICグ)フ7 ミリ

ー機穐とLてのiミー占イi子相作も兼ね備え,

_卜位.汁算機と接続することにより,統
でナ′七度システムのフルライ ンアップを

構成する｡SHOPCONは,24時間連続

仙糊L,設備機器かノブのアナログ†i言ラフー,

ディジタル仁号な･どの人山ブJをはじめ,

マイクロコンヒュ一夕,計測器,入.L寸1

力機器など彗望造現場にある各梓の機器

と棲続し,オンライ ンリアルタイムで

多市制子卸符二曙するt- また,ソフトウェ

ア血では､谷易な対話形汎用言語,メ

モがわりに扱えるデータベMス,フォ

【マットの｢】由に指定できるi莫′テニ,乎
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図川 SHOPCON(ショップコンピュータ)の

構成図

図16 HITAC T-550/50

0CRシステム

仙名入り帳票､Il本.さたi三体･プ‾)メニュー

ノブ+七機能選択,ストラクチャートち･機

能連結ノじ処理定点ヒオンラインノ＼の詳

録など,二のクラスグ)シ ステムでは斬

新な技術を苦苗に標準米順一)ている.

r;ん塵形ど巨体,帖滴シーートキーボートち･

ど現場過fナハーードゥェ1フヒ ヒち:二,専

梢システムヒ Lてク､)ニーてにこたえる

製品であり,今後のFA(Factory Au-

tomation)に重要な役割を担う もので

ある｡

周辺･端末機器
薄形フロッピーディスク

専区動装置の開発

妓近,フロソヒ一千ィ てク雛王軌装iぎー二

の需要が急増Lてし､るか,ニグ)たひ,

以トグ‾)特上主をも/‾ノ斯機椎(FDD412什壬)

を｢与りヲ芭Lた‖図15ト.

し1)装;鞋の｢宇さを従米機の÷とIJて,

川-一寸法に2子‡実装可能とL7∴

(2)軽量化(従来機対比÷)

(3)新形薄形ダイレクト ドライブモ

ータ及び高トルクステップモータの開

発により,省電力化(従来機対比うー)と

ともに,メンテナンスフリー,低騒音

化を図った｡

(4)席～允2電子原方∫(を抹哨し.マイナ

ス電i原を不要にした｡

図ほ FDD4】2形フロッピーディスク駆動装置

事
l山一■

H一丁AC T-550/40,50 0CR

システムの開発

多様化する顧茶ニーーてにこたえ,占尤

収油性,†か､やすさなどに憧れたHITAC

T-550/40放びHITAC T-550/50 0CR

シ ステムを開発した(図16)りi_三な特上壬

を二大に.述べる.

し1J処Jこl寸!i垂性♂)ゝ■与なる2モデルかある

ため洪楷違により拉過なOCRが選べるl｡

HITAC T-550/40:最高 50校/分

HITAC T-550/50:巌■‡一7ilOO校/分

(2)A8サイ て､の′ト汗引帳票かごフA3サイ

てク)プロ グラムコーーナイ ン グシーート ま

でを扱うことができ,幅広い業務に適用

できる｡長さ74～305mm,幅52～420mm｡

(3)フロッピーディスク出力のほかに

回線接続,チャネル接続が可能である｡

HITAC T-570/‖)POS

クーミナノレシステムの開発

本倍的なPOSシステムの偉人期を迎

え,二れに対処するたオ),システム指

l/りのHITAC T-570/10POSクーミナ/レ

ンステムを開発した(図け)｡〕問′ナせに

便利な40ノj･二2行の液晶表ノJ七器,rノ小歳モ

デム/網制御装置,ワンクソナダイヤル
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コンビューづ

欝

一触

図17 HlTAC T-570/柑POSターミナルシ

ステム〔幅490×奥行510×高さ497(mm)〕

図18 HlTAC

T-560/20ビデオ

データシステム

(HNA･DDX)

機梢,りモ【トパワーオン･オフ機構,

艇内山∴機能などの充′夫をトヌトンている(｡

ホスト]ンヒ_1一夕とLては,HITAC

L-330/340放びHITAC Mシリース､グ)

いずれにも接続でき,顧客要求規帖に

ナナわせたシステムの構築ができる｡そ

の他､OCRノ､ンドリーダ,バーコーード

リ一ダ,磁1tカーートリーーダ,スリリブ

プリンタ,有川太′J七詩誌など慧t:与ら･すフ

ショングり定紋か吋能である.〕圭た,ス

トア【ドフ‾ログラムノJ‾Jてのす副】=二より,

多様なユーザーニース､に来秋に対心で

きるシステムとなっている‥

HITAC T-560/20ビデオデータ

システムのエン′ヽンスの開発

汁L川端木HITAC T-560/20ビテオナ

ータンステムグ)ファ ミリー-を‡広二允する

につれて,対ネソトワーク制御機能

/＼グ)要求も縞J空になってきた‥
そこで

HNA(H､ンニネットワーーファーキテクチ

ャ),DDXパケ､ソト(ナイ ンタJレナ一

夕交換､)綱,電.言II交漁網に対Lしするた

め各件の仁ミ送制御プロトコルをも一1た

抑Lいユニットグ)開発をイj■■なった(図

18)._,二れらの開発により,複数う沌の端

末による川根グ)Jし用,クラスタ端末で

のサービスの士勺等化(HNA),従量一l■1三の

讃
‖〕力

蓼
IDカートリーダ

図19 卜=TAC T-5=〕/′60を用いたオンラインシステム

;藍

ファイル送信

7rログラムライフうリ

マ ス タ フ ァ イ ル

トランザクションファイル

図20 HT-5825テラー窓口装置

料令体系(DDX,電.活交換網)ち■ビグ)メ

リソトが得J〕れる｡.二れノブは,HITAC

Mシリース'ク〕標准ソフトウエアでサポ

ートされており,端末グ〕友/jこ,11｢i絹巨

ノJなどの才広充とナナわせて,HITAC T-

560/20ビデオデータシステムグう利別範

けl二Ⅰキメ上げて畑くもグ)と思われる｡

コンビニエンス ストアにおける

オンラインシステムカヾ稼動

コンビニエンス ストアでは,ヲ芭i-i三,

什人､竜卜及び従菓妄もク〕勤怠符f幣の即

帖什･tfそひ一にでナ即化のため,オンライ ン

端末かや人されつつある(匡119)〔.ニプ〕

装界では,従業妄iにrliめるノヾ-トタイ

マの比屯が人きいため,端‾人装i言√fには

特に簡ちな拭作で迅速かつ_‾1｢確なチー

タ人ナJ千f貨が必安ヒなる｢,

二のため,HITAC T-510/60ターミ

ナルシステムでは,データ人ノJH+ヒL

て,キーポートのはかに腐.1‾～-コ=卜人

ノJにはバーコート■り一ダを,出退勤ノil二

増刷にIDカードリーダを托川Lた｡‾如

に人作手ナイ スプレイによる人ノノウ''イデ

ンス機能,端末†`1身でグ)人ナJ喜一ゾミリチェ

･ノク機能などもt実現した｡1
本システムほ,株式公社サンチエ【

ンで数｢1■f_i稼動Ll】であるし_)

問合せ応答,
管理費料

1枚の媒体に
収容されている

HT-5825テラー窓口装置の開発

HT-5825テラー窓口装‾置は,金融機

関の窓【】事務の合理化機器として,偶

発Lた(図20)‖

その特上ミは,下.書+のとおりである〔〕

(1)狭いテラースペースに.‡迂‾こil:できる

小形輯呈な装iiちこである｡

(2)中卜形でコンパクトな一一体彬 川盛

1tカード糀,ディ スフレイ郎,印′j■二村;

及び棟作部が-･体ヒなっている.)グ)装

iiI■!三である｡､

(3)節- ▲線,節 ‾_線で†U‾‖できる装i;一■】二

であるr- 第 ▲▲練川として仙洞するため

にノ比､安な,外付JISキーボードの接続

が可能である(､

(4)第一･祝省力化機昔諒とLて,31沖巨,

丈は4令樺桶のOTC-B(紙r幣上仏米

帯)､OTC-C(碓t号立札装;F】こ),SNC

(暗証照でナ機)の接続か可能である.

現金自動取引装置"HT-5866-1

ATM”の開発

HT-5866-1ATM(税令｢′】軌取リl装

荷)は,拙作か､イダンスにカラⅦCRT

を一抹糊Lた硯令の旅人･女心､機である

(匡121)L_)

主な特徴は次のとおりである()

59
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図23 対話形自動製図システム`lcoMDESIGN''

入 力

テ一夕

･刀

クー

山山

テ

㈹

耶･盛

辞だ盟

海泄申転換T

ニ

ー肘l

ユ

図21HT-5866-1ATM(現金自動取引装

置)

il)拙作サイダンスグ)-㌔こJ九を多様化した♪

し2)拙作ウイダンスの餐‾如か7i錫てある_､

(3)■lil仰りプログラムやゎイダンス仙糀

キ【7口･ソヒー一千ィ1クに.吉山ユしてぉり,

‾7り･･ノ トー｢ティ スクの交†則二より叶り伎

丁半三作ジ)帖リ1主や′生山かでさる_

高精系即空カラーフルグラフィック

ディスプレイ装置の開発

1心J上､.,t‾符丁川制シてテムが去す圭す

似排,■l17i‥と化するに什い,ブロセスナ

イ てプレイ装こi-■】二にも批.i思†′卜やマンマシ

ン【■′トク‾)帆卜与川くニヒち･く,如にいノーノ

そうグ‾)太′J七′l11川呈;手;ニグ)仲川Ilカご一敗i--iされて

いる 什止グ)トズ=lニラを■1■7+墟で去

小でき,■1tJiJ空グ)イ ンテリ

々仙え/ニフ′しグうブイ･ノ

イ装;i-■■て(匡122)引iりヲ己rノ∴二

ち･什様を表5に′j七す

ン_Lント機能

クナイ スフ レ

､1こ装i;一■〔の
卜

対言古形自動製【司システム

"COMDESIGN”の開発

rトー′二桁1二休J･〔三‡什ヒ【ト1/ニソフトウ_1

アユンシニアリングflこノ〔三千什は､.iユ.i†

抑･′りけのスタンド1フロン什壬で′卜圭わリ

グ〕利く【′Ⅰ刺矧､ズ1システムをri臼ブ己した(図

23〕.1こシステムは,従来の.没一汁紫稚グ)

小で多くのIL抑りとノソ;･ノJを′∠■～やLている

溺.■,7.札柑叫,刹トンニトズl乙･どの作卜州1三業を

′ナ珊化するもので,/ト圭で+卜.甘に帥維

を†小､熟練を饗していた什装を布妨化

L,-11揃旨やでrl■fi.1Jげ亡のIlズ1巾川三b丈を叶能

にLた.- ノ､-ドゥェア佃iの帖1ミは,抑
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図22 高精細度カラーフルグラフィ

ックディスプレイ装置

表5 主な仕様

項 目 +､項 目 l 仕 様

画 面

図形表示

枚 能

モ ニ タ 20インチ超高精細度カラニ

表 示 色了色

分 解

能芋冒書芸;ノト(恥7Z8卜■ソ
座 標

指定芸宗害標･相対座郎
クラブイツク文字128稚

線

種⊥三票芋即実晩楓点緯･
基本

図形芸孟トル†点･円†円弧
図形サフルーテン 256稽指定可

図形操作警警･ン望≡云瓦孟宗蒜･カラ【
ズ ー ム l-16倍

表 示 速 度.直線 7′DOO本秒

托糾問ヲ己■卜紫IIJ■lの妥一言tご二上りグロて｢7

イヤん▲J･しを川H己し,作州プ)【117∴竣化をIlズⅠ

ノ1たニ ヒ,ノ之ひ一対.∴r汁トキい′り卜ちせる/二

め,作‥叫ヒトズ=rlf.ミーJ川■丈りか川イJ丈巾i卜て

できるf胤;辻亡二したニヒ,ま/ニソフトT+7

Lアr｢l卜こ､は,帖袖処.叩孔ミ†叫･ト紫l名工‡プ‾)

委.言-〔に上り椎什什亡二巾∴小二をii一】トイエソワ

トウエアを例ヲ己L,た､メ=二ても†小1や

すし､シてテム与′ノ三Jlいノている_

･情幸艮処王里
漢字ソフトウェアの機能弓畠イヒ

iウモノj′:を仙川Lてグ)帖紬処叩は 一触化

しつつあるか,‾如にそグ)機能を強化す

るため,KSORT=りき′i･ニソートマ=ン)

ノ之びKFORM(iシさノト帖二11ミ∩三I戊上寸かの

つのプログラムを抑たにj仁山=ノた.

KSORTは,図24に′J七すよ一うに漢一i一二を

休
乙
土
人
体
仕
信
仁
佳
倍

図24

…∴､ご信二さ8終′′ミミ三

∴指事緩ミ

〔≡〕〔≡∃
作業用のティスク

総画数で昇順にソートする例

乙
人
土
仁
仕
休
体
佳
信
倍

斤む[りく.iナチ〝)チータをソーート(分‾賀ri)丈

はマージ(仰†ナ)′う一るニ ヒをIt的七 Lて

いる､圭た,KFORMは,壮ノj■ニプリン

タl･■∫1イ】▲の機能をノエ.識するニヒなく筒仲_

ち■ユーーサー･フログラムを川止するだけ

て,粍ノj■二帖渋を∩三戊できるように上托

する..

/｢紹,rりゞ.テた丈.f‡=作城川ヅ)プログラ

ムであるDEDIT〔史‾.f‡ニエディ タ)放び

DRUNOFF(丈‾.一三二i-一子.f‡プログラム)む山

川】のj二1亡で,揆ノトノフト｢フェアは如に

允`ノミLたLプ)となるr､

ワードプロセッシング機能

HITAC +-320の開発

OA(すフィ スす∴-トノーーシ ョ ンシス

テム)ジ)J吐り皇に什い,亡itfr旨け壬のワーート

フロセ･ノ+ナだけでなく､イ ンテリ ン_1

ント端人什ラグ)t7･-ドフロセリシン グシ

ステムク〕‖りヲ己が必‾!姥ヒな/ノた‥二れに

対処するたれ オフィスコンヒュ=タ,

HITAC L-320/30H,50HにWP機能

(ワ‥ドフロセリシング機能)を紺.みj△

むニヒと し,1丁子で丈‾井処f耳1とテ㌧一夕

処押グ‾)2仲根の処Illもを叶能と した｡

WP機能の卜な特徴としては,似打撲

ノト変†馴二三l†本.i詐人‾ノJであること,文節

指1立食拘が†肘川であるが,什ノユの筒J叶

でノj′二柿指1上することが可能であり,ま

た,ローマ‾丈′i':人ブJ盤根も可能である

ニヒであるL=.舶災十如卜機能1モ体の手枕要

は,表6に′Jミすとおりであるが,そグ)



図25 CGDM/BGFの出力例

表6 ワードプロセッシング機能一覧

シ ス テ ム 名 HITAC L-320./30H.50H

主 機 能 オフィスコンピュータ

ワ

l

卜二
7

[]

日本語入力 文節指定形仮名漢字変換入力(字種指定変換可),ローマ字漢字変換入力

文書書式

定義登錆

女真登録(蒜荒歪ふ竺雷雲:賃雪雲;孟妄り十,)
用紙サイズ,単票･連続紙,横′･′縦書き,字′■行ピッチ,

セ 書式登鐸 左右上下余白,ラインスペーシング,ページネーション,
ツ

シ

ン

禁則処こ哩

編 集
ユーザー略語入九 コード入九 セーフ･･′リコール,挿入.削除,訂正,

グ 校 正
移動.コピー,字修飾(アングライン),フォーマット(タフ,インチン

機 卜,マージン),差込み指定,ページ呼出し,枠空け,罫線作表指定
能 r 印 刷 文書印刷,ページ印刷,差込み印刷

字

__些文 字 数

明朝体 24ドットX24ドット

+lS第l,第2水準の漢字及び片仮名.英･数字,特殊記号類 6.802享
C R T 表 示 14インチ,40字(漢字)×25行,上下･左右スクロール
外 部 フ ァ イ ル フロッピーディスク(両面倍密度,lMバイト)約Z50ページ7雇
漢 字 プリ ン タ ワイヤドットプリン久 最大15インチ幅まで印刷可.単票印刷可

うちテキストにノ州えて,川一夫をも:‡.己仁

r】(Jにfl三成･舶り三できることが特徴であ

るl〉

カラーグラフィックプログラム

CGDM及びBGFの開発

人Elまこのデータ+丈り∴
‖卜許で′卜じた

｢数仰のfjりく+をl刈】二三大槻に食えること

により,八l王～J(ハ川=′占てとするパターン.ば

油能‾ノJでチータの束に隠れたノ3`こlりミキ

ノブ妄弘にリlき山すことか可能とち-る._､帖

渋を作成する暢†ナ,パターーン.ば.掛ニー抑

えるトズ=l二三た､けでなく詳対‖′t､l■絹i七Lてク)

放太,放び湖りj丈も必要となる.こ､すち-

わち,｢凶形+と｢文字+の同一画而上での

併存が要望される｡HITAC T-560/20

ビデオデータシステム(グラフィック端

末)を他梢して,二の紫望さにこたえるキャ

ラクタ/グラフイ､ソク向巾作り叩システ

ムCGDM(Character Graphic Dis-

play Manager)を】利発した｡CGDMを

仙川Lて8色で枯木｢祁F壬(1Fl二組 rリ弧

ま;を外J‾きトズ川ラ,トズ川ラ‾丈ノi∴マ【カ)とハ

ードウェア史′;′二〔EBCDIKとKEIS
〔KanjiProcessing ExtendedInfor-

mation System)〕を大小できるしつ 圭た,

介入焚求機能,文`トフィールドを介L

た対.illもできる｡

10.

トイアワセ ガ メン オ ヨム.

フ ヒンDB(ブ ヒン コード) オ ヨム,

サ イコ く10 Y

サ イコ <100 Y

7 > MSG N'ハッチュウ'N'ケイコク'N'テキセイ'

サ イコ カ メン オ ガ メンヒョウジ スル.

(a)記 述 例

10.

問合せ画面を読む

部品DB(部品コー
在庫く10

在庫く､100
7--

---
_>MSG

ド)を読む.
Y

Y

'発注''警告''適正'

在庫画面を画面表示する.

(b)表 示 例

アン′ション･テーフル
ー

図26)実字CORA+の記述と表示例

C O R A L 処 理 選 択 画 面

選択番号

表示修正処理
複写処玉里
名称変更処理
行番号更新処理
管理情報表示

チータベース定義生成

アクセス仕様定義生成
画面定義生成

ロードモジュール生成
仕様書言語翻訳登録

仕様書言語翻訳結果表示

ジョフ実行指示
ショフ溝り御言語表示 修正

デバッグ支援

(01,05のとき)
DB･‥ 指示･▼

(SPC,DDB,MAP〕

図27 ラ莫字CORA+のメニュー画面の例

如に､CGDM(7叶川l】機能とLてCGl〕M

グ‾)も七で様刺L,簡他に棒グラフ,l｢1i

グラフ,1リグラフなどのビジネスグラ

フをイ構築するビジネスグラフ什Ill-i機能

BGF(Business Graphics Feature)

い･fJ叫問碓Lた.〕

CGDMノ女びBGFの処月川二三態は11‾トク)

とぉりである‖

し1)ホスト.∴新(′才山1主COBOL,FORT

RAN,PL/Ⅰ)

(2)リエントラント/ノ ンリエントラ

ント イ ンクr7エース

(3)l叶ひ､山L(CALLイ ンタフ_1-て)

(4)OS(VOS3 TSS)

CGDM/BGFを†む川してf竹戊Lたぃズ1

を図25に′+ミすし_J

漢字CORALの開発

状′i'二CORAL(Customer Oriented

Application Pr叩ram Development

System)は,フ､ログラム･ク川H発及び仰

`､1:の′卜J村､′t三l･′･j卜をねらった総†州勺な女

拭､ソールで,従来の什佃わ川CORAL

を‾､1(似れまじり丈も扱えるように機能

拡朕Lたもので,以卜に′jミす特にをも

っているし1

し1)H本.iたによる什横井.言+述

撹ノトCORALの‾卜で作成する什様乃

他び1ヒ■売l】引J,すべてlりく.iた=1‾仙㌢.)

で.吉山公できる‥.言+逆された什様.【‡二枚ひ

1L速,【‡二を端人丈はプリンタに山ノJrう‾る

暢ナナは,J一,‾伽㌢.粍ノト盤根して,､ド似れ

港ノj′:圭ヒリ丈で一夫小さかるた夕),い′ノ

そう.さノ己Lみやすく,トキ_1ノント什かl/り

f∵才一る..図26に.言山生ヒム′j七作りを′Jこす‥

(2)テシンコ ンテーブルによる.吉山生

fノ王水の川1L汀■‡1ナを川し､た粒排ち･処Jl11

ロンリクも,ノミJr壬J＼ジ‾)デシジョ ンテーー

ブルでやさしく ≠ミJ九できる.図26cノ=い

ほどに.;+述作りを′J七す‥ ノ.二端のCは条什

を,AはイJ二ホリを一ノミわす.

(3)仙′辻什を巾槻Lたフォーマ1ソト川;紙

子上土′ち､上作ヒ.言L人グ‾)ノヂ言切什を【川リヒLた

8純綿〝〕フィr-マット川批を川止Lて

おり,デー一夕ベース･グ)椛j左,立言ム音心【t州i

ノ之ひつリ ント=ノノの彬ノ(,-】仁びにフロ

グラムグ)処J二rlリl二様をこれ/)の州紙に.言L

人する二･とにより,システムグ)l料て己が

できる.)

(4)対.捕Jl二三人に.よるl‡Hヲ芭

システムグ川りヲ己や維川,故山のド祭に,

lト稚1ilノ+の端末かごノ,対.i,Iサーービス機

能を利川LてIrりをコンビ_1一夕ヒ対,子.1

L71･がご),芥作業を進めることができ

るL_､二のと き､図27に′+七すように,【1

イこi子汁グ)メニューーが太′J七されるので拙作

仰がl｢り卜する｡
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図30 APし/BGFの出力例

APJ TOOし

APL BGF

APL GRAPH

FEBノ･80 MAY.′■80 AUG.■80

MONTHS

プログラム及び匝l形イヒ仕様書

自動作成システムPDL/PADの

開発

,呪/【三,.汁拝機フロクラムノ‾)開発では､
什様吉の作成･帽子t二枚びコy-ティング

は,ともに八千に依/J二Lているたの,

′トJ榊竹rり卜7)阻′.i;二安Ⅰ人】とな/ノているこ.

壬た,什様吉とフロクうムノ)イく 一敗か,

プロ グラムの†米1=を榊鮒ここしている

l)DL/′l)AOLl)rogram Design Lan-

guage/′prot)1em AnalヽrSis Diagramj

｢土,二れノノブ)l量り越プ)解り七を【川モJヒした

事汁鞍機ツー/しで,フロクラム什様を人
ノJと L,-:1il救i言.享7i-フロクラムヒ,卜司け壬

化什様.I‾ミニヒを=卓州てJに什城∴ナる(匡】28′〉..

人力となる仕様の記述に自然語ふうの言

1i什PDLを州い,トズ=f壬化什恍ノ)∠之一呪法に
押f昨′什に捲れたPADl■ズ1与･j】Jし1て,仙名

ク‾り主1叶を.汁皆機を棟二介とL‾‾こ純r千丁ヒし

/∴l∴一に才与徽かある.フロ ノラムl't軌什

収により,【二放ご上従米ソノーを∴r⊥jりi-†liいこき

る刹J粧をも/ノヒ ± ら∴ ‾フログラムし

什位‾11吉ヒプ)ノノこ1て一体化に上り.化′こ1:什

ノ)い′り卜もトズ1れる

APLアプリケーションプログラム

の開発

二÷-i.い｢壬汁L川.i■-i汁VOS3API+しVil･tual-

stoI･ilge()perating System3Al)l､()-

gI-amming Language･ノり､■てf省こ上仙′与‾る

ニクニノ)1フフリケーーーシ ョンフログラムを=H

ヲとL7∴

11ノ V()S3 Al)Lビンネスグラフ什tll】i【7
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APJ FlJE

APし STAT

APL MS+

APJ TEXT

APL PJOT

区129 APLアプリケーションプログラムの関連図

ロブラ∴:Af--L′ノ【iしiFr APL′/Rusiness

(‾;ra【〕hics Featurle♪

･2･･＼7()S3 APL壮本グラフイリグフロ

γラム:Af)L./GRAl)H rAPL/Basic

(_;raphiぐ 上)rりgram■･

(3)VりS3 At)L純.汁‖l‾韓ライフうり:

Af)し･■STAT･.APL.′StatisticalAnaト

〉･SisI_Ji【)rar)トノ

ニ才卜一ノノノブt‾プ アラ∴今川いる と,行

うナ旦り′ノ)ヤF‖jl二l】満々ちたく人･いユー一寸トーで

ちノブ〔玖:二=り王出与解i'ノ上′う‾るニ ヒかてきる

｢図29･

Af)Ⅰノ′′BGlTごま,

フし イ共i;一一-■.を=･､

ラ▼/を㌔･こ′J七′与-る/ニ

ハ_丁拙クラ‾7､仲ソ

ノラフ1′
ノクテ ナ ス

て簡小∴ヒンイ､てア

ニす)ノJちノ)てある 抑

う‾ソ
【1tト秘ツ‾ラ■7､

l■托f山ズト1･ヒ多付根ノノウラフノミ心かてき.

綿 リ1ノ)/二す)ノノ即上ノこ幸は;-∴Eけ稚拙∴

がノラフ･:二Ⅰ也川′.二きる･■■図30ノ AI‾)Lノ/

GRAt-Hごま,斤帥l■ズ=1二うを寸‾【事1■】くたのノ)ち

ノJて∴ APL/B(二Fて∴ま川汁ち･･､､子女維ち･

卜て川二うら太′jこてきる_帥ノJノ川壬ヰ､什l叫機

7稚を紺.ん′丁わせて,卜て川う処岬.分野に帖

†上く_-垣11Jできる APL/′sTATごま,統

.汁.汁許を簡t-ij.こ二打ち一一1′二めプ‾Jもので､

ユ
ー
ザ
ー
プ
ロ
タ
ラ
ム

,i上述紙.汁,
食違解析,

注:略語説明

〉OS3APL(〉OS3AProgra和m】ngLa【g嘲e)

APL.汀ルE(APL専用ファイル入出力
プログラム)

APし.TOOし(APL開発支援プログラム)

APLノBGF(APLビジネスグラフ作画
プログラム)

APL.･･′GRAPH(APL基本グラフィック
プログラム)

APL.′STAT(APL放計計算ライブラリ)

APL.･■■MSL(APL負債計算ライブラリ)

APしTEXT(APL英文清書プログラム)

APL■PLOT(APLグラフ作画プログラム)

チータ晦帥∴ 叶ノ∫こ†‡分析,多

分散分析-などの機能かある一､

未経験‾肯かご〕経験荷重で巾如上く統⊥汁処

珊に適川できるrJ図29にAPLアフリケ

ーション【フロアラムのr札埴卜刈を′Jこす｡

対話形画面二定義機能

"MAPD/lF”の開発

オンライ ン環境で用いJノれるディ ス

フレ イ装荷の[叫r和様⊥℃を,設l汁すること

は,業務プログラムの開発で人きな比

屯を⊥1iめている｡従来,カーードを鞘い

てパソナ処用とで行な点っれてきたこのt軸

何様JT(.没占｢を,ディスプレイ装i首を用

いて村上さ.帥勺に,l白二様,匝j向を叩いて定

_轟できるVOSO/トS/1/2/3システム｢r】j
け対i講形沖j廊1主義機能"MAPD/IF''を

開発Lた(図31)｡MAPD/IFの機能を

一大にホす｡

{■､1)新規登録･ 新たに担ii由を定義L

登蝕する｡

(2)起 新……常緑してある画向を

呼び汁1Lて更新する｡

(3)確 認･…‥召≡録Lてある画向を
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図31 MAPDハF概要

ロジカルマッフ

MAP[〕

フィジカルマップ

端末
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VMCロ 仮想計算横間渡り
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∨′､:､世間:‥1′∫:

EDOS MSO M VOS2

tBCS

lvC■OS VMPASS BTAM

VTAM

P〔lL.S4yY VMCS TMS 4V

既存MPP
l l

l l
既存フ｢イル 新ファイル

凡例 ⊂コ:今回開発Lたプログラム⊂⇒ニメッセージの流れ

注二柁語説明なと

VMCP仙r†ua】M∂C仙1e CorltrOIProgr∂rn)
VMPASS=‖t(汀-VM P∂SSCo=いd Program)
VMCS･こけ‖er-VM Co†¶mUn葛〔つatlOr】S]抑Orl)
TMS4V(T｢arlS∂C仙IM∂‖ag印1e‖t Prぐ唱｢訓¶4V)

BTAM(Bas】C Te】ecomr[州ICat1011S Ac()仁SS MetFlO〔り

BCS(BasトC CりmnlL帆Ca=On Sし+PP(〕rt)

POLS4xxl､Pr〔耶｢¶M口仙psfn｢0[佃SYSler¶Sし岬P叫4×メ*)
VC10S(いrll】訓Co汀仰L仰Caい()r=rlロリt〔)L巾∪‡Slnlulat10∩′)

EDOS‾MSO Mほx伽加ラdDISCOoビ.｢atl哨SYSten=州-MultlSほgeOpe｢∂tlO‖川｢1Ms(汀■eS)
MPP(Message Pro()〔さSSlngProgr､amノ

VOS2(VlrtU∂l-SIo｢dgeOpera†【ngSYStPm2)
∨TAM(VlrlualTe伽Omr†l]川Cal10rlS Access M(州1〔)d〕

*
×Xはシステムに固有なIDてある..

図33 仮想計算機間)度り機能のシステム構成

オンラインシステムのサホート
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フロタラム ESCORT

付帯バッチプログラム ESCORT

S
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M
･
D
A
M
･
S
A
M

信用金庫提携のサポート

付帯バッチシステムのサホート

プ ロ グ ラ ム

メンテナンス用端末

+__________L_旦___三___]

ロ≡:⊂三】ロ頭重亘コ
ロ亘亘正∃[二三三三≡二]

システムメンテナンス時

l

⊂コは,アプリ㌧-ション
バッケ…ジ巨SCORT

*は,オプション

注:略語説明

RE〔Relay Equipment(信用金庫中継装置)〕

CCP(Communication Contro=⊃rocessor)

BTAM(Bas【CTelecommunicat18nSAocessMethod)

BTAM′′■SNCS(BTAM･`■Sh什l咋inNet Cash Se川ioe)

TMS-1(Transaotion Management System-1)
TMS-1′･下SS(TMSlノF一口anCia【Support SYStem)

TMS-1･lBBS(TMSllnter Bank BasIC Supporl)

lSAM(Indexed SeqLJentjalAccess Metト10d)

DAM(DlreCt Access h帖thod)

SAM(Seque仙alAccess MetllOd)

lPPF(州erac仙eProgramm】nga〔dProc巳SS仰gFac州Y)

NHELP(NewHトIachlE†fectlVe+】brarYforProgrammlng)

図32 アプリケーション パッケージESCORTの位置づけ

呼び'J=‾して表′】二する._

(4)削 除=‥‥脊二様Lてある何泊fを

肖りl探する_｡

地域金融機関向けアプリケーシ

ョンパッケージESCORTの開発

†三川金庫,仁川ほF】イナなど地域1絹虫機

関向けに,オンラインアプリケー【ショ

ンパッケージE S CORT(Effective

Software for Customer-Service

Based on On-1ine RealTime Bank-

ing S〉rStem)を偶発した†図32･･･

ニク'‾)′1■.′′丁--シfユ､巾1?ツ‡作,たき作

業楷ち､ヒ'7うすシライニ処,叩か⊥-ノ什′f汁パ

ソナ処坪▲‾7ロケラム圭て含んてわり､

甘装ぃf/上Lり‾七Ilリミ■7丁イ･しノ柑ニノ′)椎=イ1三業÷

と研傾仁けて,総√ナすンライ ンシステ

ムグ〕り三税が可能て‾ある〔､L/二か一-ノて,

印判fH=∴ 少ない紫巨ニーiて･シ1テムの開

発ができる｡また,地域金融機関で必要

な顧客情報管】型機能､信田金庫間ヰ是‡賃機

能,糾=指1こ1ヒ判処畔機能㌧･ヒ♪姑抑機

能を網碓Iノており､押∴i汁j一範機能も/＼

--,トド′ェ丁怖`l胡二の兵端.;出道転機能､取
り仰1限機能,汗l;うトノラン機能なと充り三

した機古巨をイlこ訪えてし､る._､

金融機関オンラインシステム移行

用イ反想計算機間渡り機能の開発

什丈懲.汁笥二機シてテムは､1丁∠｢グ),汁汁

髄グ)も七て枚数グ)VM(VirtualMa-

ぐhine､･を′ト収L,鞍ち･るオ/＼レーテ イ

ンクシステムノ小川､¥i雀虹を叶†氾にrノた

仙愁,汁モーう二機シフ､テムの旭川に上一ノて,

ユーザーーご圭‖し1テムヒ糾シてテムキ

ト川キ漣虹しちlかと､ノ桝シてテムヘグノ柊=▲

をrlj捕･に了1二なえる.ようにち･一-ノた_､

しかし_,VM州帖雀転を子+`■ち･うヒ1

例え+ま'糾▲シてテムノ)t7什栄作て【Llシ乙

テムグ)約分砦稚ファイルをを岬ち･ヒ■の

システム!芦りの_i･朗許粍台旨かノ仏教とち･る.

二〇′り二･オ〉､11Ⅰシステムて､グ‾)f姐子l‾■号三作

フロ アラムJ√＼プj;i与三軍さ三をム之′卜l斗･ミにし,か

一_Jrミー～i漣にVMI了-りて･データグ小壬絶しをイj二

ち､う ことを=的とLて､佃想.汁号1二俄l～り

根り機て妃を開催し/たr.図33にシステム

牌一束与′+二すご

株式会社三和銀行納め新本支

店複合ネットワークシステム

本システムは,海外8支店と東京,

大阪両本部を専用回線で接続し,回

線をコンヒュ一夕,フ丁クシ ミリ,テ

レ､･.′クスのテー･ク.i垣†Jヒノi一に.言ilて･､上〔=iし

た分散こ叶三根′ナナ､ソトリーーアシステムて･

ある.､.匡134(ニシてテノ､f附J仁キ′J:こ十
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大阪本店

+-H
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東京本部
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ホンコン

シンガポール

注:東京本部,ホンコン,ニューヨ…ク及びロンドン支店には,ローカルホストとして

HlTACL-340システムを導入済みで,その他の支店には今後導入する予定である｡

図34 株式会社三和銀行)毎外本支店ネット

ワークシステム構成

ネットワークと して,HIPA-NET

(HitachiPacket Network System)

を採用L,女J古間の時差を[吸収するた

め,デ”タをノードプロセッサのディ

スクに蓄積する郵便形データ‾交換方式

を採刷した｡

本システムは昭和56年4月から運用

を開始し,ファクシミリ,電話,テレ

ックスの本支店間通信業務,及び支店

での預金,融資,外国為替などの銀

行業務を,それぞれ迅速化,でナ理化す

ることができた｡

分散形計算機システム性能評価

ツール"lSCP-D”の開発

企業内の情報処理を分散システム構

成で行なう傾Irりは､オフィスオートメ

ーション,ローカルネットワークの普

及とあいまって/卜後ますます強くなる

と思われる｡しかし,分散システムは

従水の集｢tlシステム以上に構造がネ夏雉

であるため,システム設計時の･l■ご絹旨予

測(応答時問,スル【プットなどの予

測)も,従来集中システムで行なわれ

ていたi洋細なシミュレーションでは.評

価時間がかかりすぎ,また,モデリン

グが鳩雉化することが懸念される｡二

の問題を解決するため,高速で,Lか

も十分な子測精度をもった分ぎ牧形計算

機システム作能i評価ツール"ISCP-D''

(Integrated Toolfor System Con-

figuration Planning-Distributed

Computers Model)を開発した｡ここ

では,ノード(個々の計算機)の処理装

置待ち時間,入出力装置待ち時間評価を

数式計算によって高速化し,全体ネット
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(蓄積ディスク付き)〕
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外部仕様書

CASDシステム

計トキュ

メントの作成

構造設計書

設 計 仕 様
の 解 析

設計支援サブシステム

__+

解析結果

｢
】
一
■
■
■
+

ソ¶スフ‾ログラム

語ラ言イ級ン合
同
コ

フ‾ロ グラ ム

静的コード解析

フロクラミンク
支援サブシステム

‾｢ ｢

テスト項目

テスト項目

作成支援

__++__

解析結果

注二略語説明

CASDシステム(C口[1ト〕リー〔JrAlr】P〔】S(〕fいノaけDelノー〕10〔珊川ISYStenl)

図35 CASDシステムのシステム構成

ワークの通†う子【口l線,過イ‾iンヾソフ7スト

レⅥジの待ち暗f礼拝価はシ ミュレーシ

ョンにより高精度化Lた｡また,複数

ノードにわたって処月±されるトランザ

クションを簡単にモデリングできるよ

うに,ノ【ドでの処理中位-フ7ンク

ションを設け,トランザクションは幾

つかのフ7ンクショ ンを連ねたものと

Lて左表するようにLた｡ISCP-Dに

よれば,システム内のノード数の決定,

各ノード内の処理装帯の機種選定,ス

トレ【ジ存昌,ディ スクfi数及び一最人

タスク多_重度をf央左する際の件能評価

が,非ノ芹=二効率的に行なえる｡例えば,

ノード数が6個の分散二形オンライン/

バッチシステムの性能評価に要する処

理装置使用時担+は10分弓弓であI),純シ

ミュレーションの場合の数分の一一で縮

む｡このため,多ケース評価が可能と

なり,より有効な設計指針が得られる

ようになった｡

ソフトウェア開発支援システム
｢CASDシステム+の開発

コンピュータ利用の多様化に伴い,

開発を要するソフトウェアは増大の---

テ スト

実行支援

テスト結果

1｢

テ ス ト

十創生評価

テスト支援サブシステム

二二+

評価結果

途をたどっている｡また,ソフトウエ

アの高イi一言頼性が従来以_とに強く要求さ

れるようになってきた｡以上の背景か

ら,ソフトウェア開発文才左システム

｢CASDシステム+(Comput｡r Aid｡d

Software Development System)を

開発した(図35)｡CASDシステムは,

ソフトウェア開発での設計･プログ

ラミ ング･テストの全作業工程を一

貫した思想に某-づいて体系的に文枝す

るシステムである(図35)｡

主な特長を次に述べる｡

(1)設丁汁支援サブシステムでは,設計

ドキュメントを計算機によI)日動作成

する｡合わせて設計レビューを支援す

るために,設計仕様の解析を行ない,

形式的な誤りを自動的に検出する｡

(2)プログラミング支援サブシステム

では,高級言語記述のプログラムに対

L,コーディ ングレビュー支才夏用に,

プログラムの制御構造,デ【タ構造な

どの静的なコード解析を行なう｡

(3)テスト支援サブシステムでは,ソ

フトウェアの外部仕様テスト(ユーザ

ーマニュアルに某づく テスト)･内部

仕様テスト(プログラムロジックに基

づくテスト)の両面からテスト支援を



しIMEライブラリ

HCCFの磯能

●EDP要員削減と運用の一元管理

●中央からのプログラム開発

●中央からの問題診断

HCCF H

S 3

DISM H

ー､･---･･HNA一-一一

分散側

ファイル

中央側端末

HCCF D

D P

DISM D

O S

HCCF D

注二略語説明

HCCF(ホストコマント瀾j御プログラム)
HCCF H(ホストコマンド制御プログラム/ホスト
HCCF D(ホストコマンド制御プログラム//分散機

DISM(分散システム管壬里プログラム)

DISM H(分散システム管王里プログラムノ′ホスト:
DISM D(分散システム管理7■ログラム.ノー分散機:

HNA(HLtaChトNetwork ArcMecture)

DiSMの機能

●中央での資源の統一管王里

●定型的集配信の自動化

●資源の整合性の維持

中央側

ファイル

DISM D

V O S l

分散側

ファイル

:HCCFの中央側コンポ…ネント)

:HCCF♂)分散機側コンポーネント)

DISMの中央側コンポーネント)

D】SMの分散横側コンポーネント)

図36 分散処理用ホスト集中管理ソフトウエアの概要

行なう｡二のために,外部仕様かご〕テ

スト項目を自動的に作成するテスト項

目作成支援,被テストプログラムの実

行を効率良く行なうためのテスト実行

文援,及びテスト実行後にテストが十

分行なわれたかどうかを内部仕様面か

ら評価するテスト十分性評価が用意さ

れている｡

分散処理用ホスト集中管理ソフ

トウェアの開発

VOS3(Virtual-StOrage Operating

System3)を中央側計算機,DPOS(Dis-

tributed data Processing Operating

System)及びVOSl(Virtual-StOrage

Operating SysteInl)を分i枚側計算機

とする分散処理システムで,プログラ

ム,ファイルなどのネットワーク内資

i悦の運用維持管理を中央側計算機で集

中Lて行なうホスト集中管玉里ソフトウ

ェアを開発した｡

このソフトウェアには,中央側計算

機下の端末から分散側計算機のオペレ

ーションを可能とするHCCF(ホストコ

マンド制御プログラム)と,分散側に汚已

置するファイルなどの資源の集配信,

維持管理を中央側計算機で行なうDISM

(分散システム管三塁プログラム)がある

(図36)｡これらの機能により,集中管

二哩形分散処∃哩システムが構築できる｡

ライブラリ管理システム
"LIME”の開発

効率の良いプログラムの開発,保守

に対する強い要望にこたえるため,ラ

区138`▲EXCEED”の

機能概要

牢瀞帳転義章素餐こ‥≡ご‥言

手原始プログラムの′さ 管理情報

原始7'ログラム

区分,順アクセス法

】原始70ログラムの入力1
l

蓋妻毛′主軸要率車ネ′′､!メティ三

､∫ライブラリの

′､作 成･修 正､二′′ 作 成･保 守

去尊厳衷夕女スマタ甲､

!…ご‥∴喜彗力
ヽ

DESP

原始プログラムの

言語プロセッサ

原始プログラムの

ユーザープログラム

管理情報,原始

作 成･修 正 コ ン パ イ ル プログラムの入力

注二巨ヨ箇所は,LIMEとして提供される部分を示すロ

略語説明 DESP(Display Editor for Structured Programming)

図37 "LIME'●のプログラム構成
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一
一
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データ加工

【‾‾‾｢

タス一
一テ
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■
■
■
■
■
■
■
■
+

イプラリ管理システム"LIME”(Library

Management and Editing System)を

開発した｡LIMEは,HITAC Mシリー

ズの汎用オペレーティ ングシステム

VOS3(Virtual-StOr哨eOperati咽Sys-

tem3)の下で,原始プログラムライ

ブラリを総介的に管理するシステムで

ある｡

主な特長は瀕このとおりである｡(1)ス

ペース効率が良く,かつ複数のユーザ

Mが同時使用できるライブラリを提供

する｡(2)豊吉な管理情報をプログラム

と一体化して記録する｡(3)TSS,バッ

チの双方でプログラムの修正が可能で

ある｡(4)言語プロセ､ソサ,ユーザープ

ログラムは,直接ライブラリへのアク

セスが可能である｡

LIMEのプログラム構成,関連プロ

グラムを図37に示す｡

意思決定支援システム

"EXCEED”の開発

オフィスでの経営計画卜財務管理な

どの管理･計画業務を支援する意思決

定支援システム"EXCEED''(Executive

テ
一
夕
ベ
ー
ス
竹
官
理

7作業指示

ファイル

データ解析

統計予測

作

回H

作

表

‾‾‾ヽ‾‾‾

帳 票

ファイル

書式定義

ファイル

_+

山+

Management Decision Support Sys-

tem)を開発した｡本システムは,日立

製作所で開発したもので,EXCEEDは

エンドユーザーがオフィ スでの意思ブ央

完を行なう道具として,デ【タヘ【ス

の検索,データ加二｢,統計解析及び作

間･作表機能をもち,対話形式で問題

解f央を行なうプログラムである(図38)｡

EXCEEDはHITAC Mシリー一一ズVOS

3,T-560/20カラーグラフイソク上端末

を用いて利用でき,二大グ)特一転がある(〕

(1)中央のコンピュータに蓄柿された

データをエンドユーザーが即時に利Jり

しやすい形で月文1)出せる｡

(2)検索したデータをエンドユ【サー

が必要に応じて加+二･解析することが

できる｡

(3)表やグラフのように,人間に理解

しやすい表示ができる｡

(4)エンドユーザーでも簡単に仕事を

処理できるように配慮しており,ユー

ザーの利用経験に応じたコマンド(作

業指示)の使い分けができる｡

(5)人間の試行錯誤に合わせ,必要な

問題解プ央ができる｡

(6)見つかった問題解決手順を登録で
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運用芸当者 運用芸当者一---各種実績表
､′ス獲､夢箋き海項白壁S蔓壬′二

季季票′′

マホ

～壬済ヰ′′渡き坤ンチHO托$こ三､′

月次スケジュール 日次スケジュール
スケジュール変更 作業実績管王聖 満 期 管 理 樗動実績集計

I I

/妻回
イ星バックアップ

去寮∫､ごマスタファイ空マスタファイル
吉三;芸ツト き妄頚攣縫物哀襲軍曹

スケジュール表 マ貢 ミ マ丁 り 二軸‾ご′′

スラ三 ス葺ス子萎マスタファイル
タル ク タト タム ≡寮

コヒ‾ロ‾卜

I ＼
S モ∴宗

管理資料作成 作業帳票作成 作 業 準 備

各種管理表

作業車備蓄

作業指示書

+
/

ジョ7実行
監視 制御

ジョブの起動 照 会

ショフ実行+CL

オ へ レ

′

一

夕

ライフうり管Ⅰ里者

/r
ユーザージョフ■の実行

ショフ1 ショフ 2 ジョブ

叫凸注:略語説明 HOPSS(H】taCnj Operat】On Support SYStem),+C+(+ob Co[lrO【La11guage)

き,Iヰ利用できる｡

(7)日本語を用いて対話的に仕事を進

められ,日本語による帳票の作成やカ

ラ【グラフの表ホかできる｡

また,EXCEEDは会長独業,製造業,保

険業,流適業などすべての分野に適f口

でき,事務の効率向卜か期待できる｡

電子計算重用管王里システム

"HOPSS甘”の開発

中･大規模ユ【サーを対象としたVOS

2(Virtual-StOrage Operating Sys-

tem2)及びVOS3でのコンヒュータニ喜

連用管理システムの標準/､､ソケージ

として,"HOPSSⅡ''(HitachiOpera-

tion Support System甘)を開発した

(図39)｡

二の′ヾッケージは,ユーザーでのコ

ンヒュ一夕逆用のスケジューリ ングか

ごノ実行監視及び稼動実績の集計まで､

一連の管理を行なう総合的な運用管坤

システムである｡

HOPSSIは,作業の†ii相仰向上と

省力化をH的とLてぶり,特徴として

は,(1)実行予定ジョブの的確な抽山と

効果的なマシンスケジュールの自動化,

(2)ジョブの準備書･指示書の自動発行

とジョブ実行監視･制御など,オへレ

【タの代行を行なう,(3)データセット
管理,ボリューム管理,コンピュータ

の使用寸犬況などの豊富な管理機能によ

I),きめ細かい情報管理の一元化か行

なえるなどが挙げられる｡
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表7 主な仕様

○

漢字入力装

処理装置

置
/

ノ

文書ファイル(lレザプリンタ

イメージ

ティスフレイ

--●･ホスト
コンピュータ

イメ…ジ処玉里部

編集用メモリ

区140 文書管理システムの構成

図39 HOPSSIIシス

テムの概念図

項 目 内 容

M P U HD6809(8ビット並列処王里)

R A M 32kバイト標準実装

表 示 構 成 横80字×縦25行文は横40字×縦25行(ソフト切替)

表 示 内 容 アルファーヾット,数字,片仮名,平仮名及び記号美頁 合計2別種

カ ラ ー 表 示 7色(青.赤,マゼンタ,緑.シアン,黄及び自)十黒

グラフィック表示 640×20ロ トノト,320×200ドット,160×100ドッ ト 80×100ドットの4モードあり

キ ー ボ ー ド +lS配列準拠 87キー

内 蔵

インタフェース

カセットテープインタフェース(600ポー),ライトペンインタフェース

ビデオインタフェース(カラー及びモノクロ),プリンタインタフェース

RS232C回線インタフェース(300ポー,600ポー.l′200ポー,2′400ポー,4′800ポー)

内 蔵 言 吉吾 拡張BASIC,HD6809機械語

夕十形寸法･重量 幅45.0×高さ12.5×奥行引.5(cm),7kg

注:略語説明 MPU(MICrO Processlng Unlt).RAM(Random Access Memory)

オフィスオートメーション

文書管理システムにおける

イメージ処理技術

日常のオフィ ス業務で取り扱う‾文書

には,炎･数字,仮名･撲′∴ 図表,

印影などが汁川三する｡これらの各椎の

文吉情報の蓄積･検索･編集･伝送機

能を統合する文書管j理システムを試作

した｡‾文書管理システムは,図40にホ

すように,ファクシミリ,イ メージデ

イ スプレイ,レーザプリ ンタ,壮字人

力装置,‾文吉ファイルなどで構成され

る｡本システムは,イメージ処理か中

心となるが,今回,下記の技術により

機能を強化した｡

(1)イメージデ【タの切出合成処理を

高速化するメモリ･アドレス制御方式

の開発

(2)文書編集などの指示を画面上で自

由に行なえる対話処美里方式の開発

(3)複数の史書情報を同時に画面表示

するマルチウインドウ表ホ方式の開発

｢ベーシックマスターレベノレ3

システム+の開発

小規朽き事務処理,科学技術計算,学

校教育用などの幅広い用途に対応でき

るパーソナルコン ピュータシステムを

開発した(図41)｡本パーソナルコンピ

ュータの特長を二大に述べ,その仕様を

(表7)にホす｡

(1)アルファベット,片仮名によるデ

ィスプレイ装置への出力表示に加え,

読みやすい｢平仮名+による出力表示

を可能としている｡

(2)一画面当たり最大横640トソト×縦

200ドットの高精細度カラーグラフィ ッ

ク表示を実現している｡

(3)豊吉な周辺装置制御命令,グラフ

ィ
ック表ホ制御命令,割込み処理命令

を備えた拡張BASIC言語をサポートし

ている｡

(4)高精細度カラーディスプレイ装置

(2,000文字表示可能),プリンタ(用紙

幅10インチ,15インチの2モデル),外
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(a))実字ダブレット形

(b) 2ウェイキーボード形

l

図42 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル20+

部記憶装置である5‾右インチミニフロ

ッピーディ スク,8イ ンチ標準フロソ

ビーチイスクといった各種周辺装置が

用意されている′つ

(5)パ【ソナルコンピュータ本体内に,

6組みの拡張スロット(内部バス信号な

どが接続されているコネクタ)が装備さ

れており,本拡弓良スロ＼ソトに､別に用

意された各椎イ ンタフェース其板類を

装着することにより,ノぺ-ソナルコン

ビュ【タ本体の機能拡張か図れる｡

本パーソナルコンピュータは,発売

以来巾場で好評を博していることに力‖

え,社内でのOA,LAなどの分野でも

多向的に活用されている｡

日本語ワードプロセッサ

｢ワードパル20+

入力方式の異なる2機梓の普及形日

本語ワ∽ドプロセソサを開発した〔図42

(a),(b)〕｡一つは｢2ウェイキ【ポ【ド+

方式であり､JIS形佃名キ【ポーードか

ら漢ヰニの読みを入力して対話形で

に変換する｢表示選択人力+,及び漢字

に一意的に害りり付けた仮名2文字を揃

いて直接i英字を入力する｢連想コード

入力+の2種の入力が可能な方式であ

る｡他の一つは,｢漢字タブレソト+方

8

図45 HF3000シリーズフ

ァクシミリ装置

紳

図44 HF705シリーズファクシミリ装置

式であり,2,546乍の漢字文字盤をペン

で押し入ナノするもので,三拝別の練習が

不要な方式である｡

共通仕様では,‾史書処理上Hに開発L

たカット紙専川プリ ンタ,見やすく 目

が掘れないCRT表示画面,編集処理を

画面卜で実行するソフトウェアを備え,

本格化されようとしてし､るオフィスでの

文吉処理の必需機箸旨として期待きれる.｡

ビジネス用デスクトッフPコンピ

ュータ｢データパル20+の完成

R_立デスクトソフし‾コンヒュ一夕｢デー

タパル20+は,オフィスコンピュータと

バ【ソナルコンビュ【タの中間に位置

する事務処理糊のコンピュータである

(匡143)｡部･課の単位で,また中小の

企業で､手中削二しかも低価格でう導入で

きる｡OA思想の拡大･立石ととい二今

後二の分野の大幅な拡大が見込まれる｡

本機は事務処理用に欠かせないデータ

ベース概念や,豊富なサービスプログ

ラムをもつ本格的なビジネスユースコ

ンビュMタである｡

本機の主な特長を歩こに述べる()

(1)事務用8ASIC言語の採用(2)対話形

コマンド処理言語を提供(3)i英字をサポ

ート(4)容易な操作性｡

感熱高速ファクシミリHF705,

HF-3000シリーズの完成

国際規格にfナ:枚Lた感熱高速ファク

シミリHF705(図44)及びHF3000(図45)

の2 シリーズを開発したr,HF705は,

通信管理ユニットを装備したA4判

卓卜形で,2機稚かノ)成る｡HF3000

は,通信証Il月機能をフル装備LたB

4判ディ スクサイド形で,3機稚から

成る｡

主な特長を二人に述べる｡

(1)HF705シリーズク)特長

HF700にご火の機能を付加した｡

(a)一定送時間を1～2一別如縮(MR化)

(b)送十三先の確認,′乏仁子画で発信ブ己

を確認,送信及び′受信時のジャーナ

ルを州力可能(過信管理ユニ､ソトグ)共

作i)

(2)HF3000シリー･-ズの特上壬

(a)最人A3判読取りが可能

(b)B4判感熱記紬が可能

(c)送信僚栢及び√受信記錨紙のサイ

ズを自動識別し､自動縮小送信を実行｡

(d)送信先の確認及び送信柄み原稿

で一夏信先を,√受信画で発信元を,送

受信結果を管‡里レポートでいずれも

確認叶能｡

(通イ言証明機能をフル装作享)

67




